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文京区立第一中学校 令和５年７月１０日(月) 

縁（えん） 
校長 田島 佳子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縁には６つの読み方があります。（えん）は音読み、（えにし、ふち、へり、ゆかり、よ 

すが）は訓読みです。それぞれの読み方で意味が少し違ってきます。基本的には、つなが

りや関係を意味しています。 

縁（えん）ある人は、万里の道を超えて引き合い、縁（えん）なき人は、顔をあわせて 

いても、すべもなくすれ違っていきます。縁とは本当に不思議なものです。長い教員生活

の中で多くの生徒や保護者、地域の人や上司、同僚に出会ってきました。一緒に過ごして

いただけの人もいれば数年、十数年、何十年も経ってから再度出会う人もいれば、その後

二度と会わない人もいます。学校関係者のご主人が高校の同級生で４０年以上経って再会

したり、当時はあまり親しくなかったのに、今では一緒に旅行に出かけたり、２年間しか

一緒に仕事をしなかった上司と１０年経ってもつながっていたりしています。今までの人

生の中で、縁のある人にはまた出会うことができます。再度会うことができる人と二度と 

会うことが叶わない人との違いはどこにあるのでしょうか。 

良い縁に恵まれるように神社にお参りしたり、縁結びのグッズを購入したりと私たちは 

この目に見えないものをあると思っています。家の中と外とを繋ぐ縁側や神社で行われる 

縁日など、人を繋ぐという意味があるときにこの字が使われます。どんなに世の中が変わ 

っても、人の力が及ばないものも存在するのかもしれません。 

 私たちの世代の子供時代によく行われていた神社での縁日や盆踊りを、次の世代に日本 

文化の継承として残したいとの思いから始めた一中祭。今年は町会や消防署の協力を得て、 

地域として誇れるお祭りになるように育てていきたいと思っています。企画・運営する側 

として参加する方々と共に一中祭がこの地に長く続くものになることを願っています。 

              

「これも何かの縁」   大切にしていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

何かの縁があって、こうして出会っているのですから。大切にしていきたいと思うのです。 

 

「この、縁（えん）を。」 

 

 

 

 

 

 

合同移動教室 八ヶ岳 ５組 6月 28日（水）～6月 30（金） 

日（金） 

   

http://www1.tcn-catv.ne.jp/daiiti-jh/kouka4.mid


 


